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大規模災害からの復旧・復興の状況等について

成 年
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１．平成26年 8月 広島豪雨災害
(広島県)

国 民 の 森 林 ・ 国 有 林 近畿中国森林管理局 治山課

KINKI・CHUGOKU Regional Forest Office

機密性○情報 ○○限り機密性○情報 ○○限り

概 況

日本海に停滞する前線に向かい、暖
かく湿った空気が流れ込み、広島県

山地災害集中発生箇所位置図

平成26年８月20日の広島豪雨発生状況

湿 気 流 込 、広島県
では大気の状態が非常に不安定とな
っていた。19日夜から20日明け方に
かけて、広島市を中心に猛烈な雨と
なった。

（８月20日気象庁発表）

１時間降水量の日最大値101.0mm、24
時間降水量の日最大値257.0mmを観測
し 通年 観測史上 位を記録した

全長約30kmの限られた
エリアに集中豪雨が発生

し、通年の観測史上１位を記録した。

この大雨の影響で、広島市安佐南区
・安佐北区を中心に山腹崩壊や土石
流が発生し、死者75名という激甚な
被害が発生した。

山地災害集中発生箇所詳細位置図山口県

広島県

エリアに集中豪雨が発生
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【治山】
安佐北区(可部ほか)
緊急的に治山工事を実施する箇所 ６箇所
その他の被害箇所 １１箇所
【林道】
緊急的に林道工事を実施する箇所 ３箇所
その他の被害箇所 ２箇所【治山】

安佐南区(八木ほか)
緊急的に治山工事を実施する箇所 ３箇所

平成26年８月広島豪雨 被害箇所位置図

緊急的に治山工事を実施する箇所 ３箇所
その他の被害箇所 ４箇所

【治山】
西区(三滝本町ほか)
緊急的に治山工事を実施する箇所 １箇所
その他の被害箇所 １箇所

林地荒廃 ２６箇所 ２３億円
林道施設 ５箇所 ０．５億円

合計 ３１箇所 ２３．５億円

被害状況

国 有 林

緊急的に治山工事を実施する箇所 １０箇所
その他の被害箇所 １６箇所

小計 ２６箇所
緊急的に林道工事を実施する箇所 ３箇所
その他の被害箇所 ２箇所

小計 ５箇所
合計 ３１箇所

集　計　表

2

20時から雨が降り出し、1時～4時の3時間で217.5mmの記録的な降雨を観測

mm
300120
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７安佐北区可部地区

安佐北区可部地区

③

平成26年８月広島豪雨 被害箇所位置図

安佐南区八木地区

流木等の流出状況

②

西区三滝本町地区
①

強靱ワイヤーネット

① 西区三滝本町地区 （１箇所） Ａ １箇所

② 安佐南区八木地区 （３箇所） Ｂ､Ｃ、Ｄ
③ 安佐北区可部地区 （６箇所） Ｅ、Ｆ、Ｇ、Ｈ、Ｉ、Ｊ ４箇所

１０箇所 ５箇所
赤丸は強靱ワイヤーネット設置箇所

計

山腹崩壊地の斜面区分と山腹工の整備の考え方

山地災害の発生機構、治山施設及び森林の効果、今後の整備方針について、山地災害対策検討会を開催。
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治山事業の整備方針

土石流対策型

災害復旧箇所

強靱ワイヤーネット

強靭ワイヤーネット設置状況

3.0ｍ

高松山国有林の主な復旧状況①

130m

墓所

緑線は国有林界

130m

渓間工

復旧計画 コンクリート谷止工２基 完成状況

再度土石が流下した場合、一時的に
受け止める役割をします。 通常の治山ダムの厚みは１．５ｍ～２．０

ｍ程度ですが、土石流に対応するため
３．０ｍとしています。

墓所の被害状況 墓所の土砂整理完了

作業道

可部火葬場

工事規模（土石流対策型）
No.1 L=36.0m H=8.5ｍ V=1020.8m3
No.2 L=31.0m H=8.5ｍ V=  917.4m3- 5 -
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１号地

２号地

災害復旧箇所

強靱ワイヤーネット

渓間工

強靭ワイヤーネット設置状況

今後発注を予定する渓間工
←再度土石が流下した場合、一時的に
受け止める役割をします。

高松山国有林の主な復旧状況②

広島可部パークゴルフ場

復旧計画 コンクリート谷止工 １号地

工事規模（土石流対策型）
L=68.0m H=10.0ｍ V=2502.5m3

作業道

復旧計画 コンクリート谷止工 ２号地

工事規模（土石流対策型）
L=47.0m H=10.0ｍ V=1552.3m3

被災当初の状況

災害復旧箇所

災害発生時の状況

高松山国有林の主な復旧状況③

災害復旧箇所

山腹工による復旧状況（写真は8月18日現在）

施工面積 0.10ha
コンクリート土留工 ３基- 6 -
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土石流により一般廃棄物積替施設が埋没
被災前状況

犬戻鳴山国有林の復旧状況①

一級河川太田川

犬戻鳴山国有林

災害復旧箇所

一般廃棄物積替施設

ソイルセメント谷止工１基 施工状況

工事規模（土石流対策型）
L=133.0m H=14.0m
V=12827.8m3

間近で見た状況

被災状況

被災状況

1号地
2号地

災害復旧箇所

号地

2号地

犬戻鳴山国有林

犬戻鳴山国有林の復旧状況②

至 一般廃棄物積替施設

県道下佐東線

一般廃棄物積替施設

1号地

復旧計画 山腹工 完成状況

被災状況

1号地

2号地

1号地 0.14ha
カゴ枠土留工 ２基

２号地 0.12ha
カゴ枠土留工 ２基
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被災直後（三瀧寺） 強靱ワイヤーネット設置状況
作業道作設中

パイロット約７００ｍ

新庄山国有林の復旧状況

再度土石が流下した場合、一時
的に受け止める役割をします。

地形上の制約により安佐南区から作業道を延長
（民地部分 ４００ｍ 国有林５７０ｍ計画）

鋼製枠谷止工１基（写真は計画箇所）
被災状況

工事規模
L=17.0m H=4.0ｍ V=17.691t
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２．平成23年 9月 紀伊半島大水害
(奈良県、和歌山県)

国 民 の 森 林 ・ 国 有 林 近畿中国森林管理局 治山課

KINKI・CHUGOKU Regional Forest Office

対象区域

⑬野迫川区域

⑪赤谷区域
⑩堂平区域

①宇宮原区域

⑫天川区域

⑧野尻区域

④上野地区域③内野区域

②長殿区域
⑦旭区域

18

十津川地区

工事施工箇所名

⑤西川区域

⑥神納川区域

⑨折立区域

工事施工区域名0 2500m 5000m
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十津川地区を含む奈良県の地質は、中

央構造線によって地質学上の西南日本内

帯（中央構造線の北側）と外帯（南側）

とに分けられる。

また大部分が中生代 海洋プ ト

（１）素因（地質）

また大部分が中生代の海洋プレートの

沈み込みに伴って形成される『付加体』

と呼ばれる砂岩、泥岩を主とした地層が

分布している。

十津川地区周辺は中央構造線外帯に属

し、砂岩、泥岩、チャートなどの厚い堆

積層からなる四万十帯日高川層群に属

たい

ちゅうおう こう ぞう せん がい たい

し まん と たい ひ だか がわ そう ぐんせき そう

積層からなる四万十帯日高川層群に属

する。

中央構造線等の影響により、褶曲・破

砕作用を強く受けていると考えられ、基

岩は破砕されている部分が多く、脆い地

質となっている。

しゅう きょく

破砕された脆弱な地質の状況（神納川地区五百瀬2）
（平成24年6月撮影）

紀伊半島大水害の奈良県十津川村の雨量

観 成 年

約３日間で降雨量 1,336 mm

観測月日：平成２３年９月１日～４日

観測場所：奈良県吉野郡十津川村

観測所名：風屋観測所
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十津川地区民有林直轄治山事業①（野尻区域）

十津川村

野尻地区

山腹工予定箇所

工種配置図計画箇所全景

H24ゼロ国 第１号コンクリート谷止工

H23災関 第２号コンクリート谷止工

H23災関 第３号コンクリート谷止工

H25ゼロ国 第４号コンクリート谷止工

第５号コンクリート谷止工予定箇所

熊野川

地すべりブロック

山腹崩壊ブロック

被災直後の被害状況 施工箇所の状況

十
津
川

被災住宅2軒
死亡2名
行方不明者6名

第１号谷止工

十
津
川

国道168号線

第４号谷止工施工箇所

第13号コンク
リート土留工

第1号鋼製枠土留工

第10号コンクリート谷止工

第9号コンクリート谷止工

飛養曽地区

十津川地区民有林直轄治山事業②（堂平区域）

五條市

堂平地区
五條市役所
大塔支所

工種配置図計画箇所全景

堂平地区

被災直後の被害状況 施工箇所の状況

アンカー工
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十津川地区民有林直轄治山事業③（五百瀬区域）

十津川村

五百瀬地区（２号地）

H25経常 緑化工

H23災関

H24翌債 緑化工

H26 第2号護岸工

H23災関 第3号谷止工

工種配置図計画箇所全景

神納川

関
第4号谷止工

H26
第1号護岸工

H23災関 第2号谷止工

被災直後の被害状況 施工箇所の状況

既設コンクリート護岸工

既設木製土留工

土留工

第1号鋼製枠土留工

H26 1号ｺﾝｸﾘｰﾄ護岸工

第3号鋼製枠土留工

第4号大型かご枠土留工

第2号大型かご枠土留工

紀伊田辺地区民有林直轄治山事業（概要）

和歌山県の南部に位置する紀伊田辺地区民有林直轄治山事業地区は、我が国有数の多雨地帯にあって、かつ中央構造線
の影響による基岩の激しい破砕のため、地震や降雨等により崩壊しやすい地質となっています。
平成２３年９月の台風１２号災害では、過去に類を見ない集中豪雨の影響により、大規模な山腹崩壊等が発生し、家屋

の損壊など多くの施設に多大な被害をもたらしました。このため、山腹、渓流荒廃地に対して早期に治山対策を実施し、
地域の安全・安心の確保を図ります。

施工箇所：和歌山県紀伊田辺地区 下モ谷西側

②八升前

愛賀合 ③上平治川

①本田垣内
和歌山県
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紀伊田辺地区民有林直轄治山事業①（本田垣内区域）

計画箇所位置図 計画箇所全景 工種配置図

和歌山県

①

支流 第1号ｺﾝｸﾘｰﾄ谷止工の状況渓間工(第5号鋼製枠谷止工)計画箇所の状況

紀伊田辺地区民有林直轄治山事業②（八升前区域）

計画箇所位置図 計画箇所全景 工種配置図

和歌山県

山腹工(土留工外)計画箇所の状況

渓間工(第1号ｺﾝｸﾘｰﾄ谷止工)計画箇所の状況 第2号ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ谷止工の状況- 13 -
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紀伊田辺地区民有林直轄治山事業③（上平治川区域）

計画箇所位置図 計画箇所全景 工種配置図

和歌山県

山腹工計画箇所の崩壊状況 第4号ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ谷止工の状況

紀伊田辺地区民有林直轄治山事業（菖蒲谷区域）
・事業完了（施工期間：平成25年度～平成26年度）

完了箇所位置図 工種配置図完了箇所全景

和歌山県

保全対象：世界遺産 （熊野古道）

第1号ｺﾝｸﾘｰﾄ谷止工(H25施工)木製土留工(H26施工) 鋼製枠護岸工(H26施工)山腹工(植生法枠工、木製土留工外)
(H26施工)

- 14 -
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３．平成27年 5月 大汝国有林融雪災害
(石川県)

国 民 の 森 林 ・ 国 有 林 近畿中国森林管理局 治山課

KINKI・CHUGOKU Regional Forest Office

機密性○情報 ○○限り機密性○情報 ○○限り

手取川河口

里野温泉スキ 場

いちりのおんせん

被害箇所 位置図

手取川

尾添川

尾添川
おぞがわ

三ツ又第一発電所

中ノ川

一里野温泉スキー場
（ヘリポート）

丸石谷

蛇谷川

なかのかわ

中ノ川

崩壊発生箇所

崩壊発生箇所
手取川上流約６０ｋｍ
おおなんじ なかのかわ

大汝国有林、中ノ川 右岸

国有林７６

地獄谷

- 15 -
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気 象（豪雪･多雨の極めて厳しい気象条件）

・日本海気候区で2,000ｍ級の山系にあり変動の激しい気象条件

・豪雪地帯で、春季は融雪水による増水が激しい

・年平均降水量（20年平均)約2,900mm程度の多雨地帯で夏期は高山帯

崩壊地周辺の特性について（気象、地形、地質）

地 形（大汝峰2,680ｍを頂点とする大起伏山地の流域形状）

・手取川流域の上流、当該崩壊区間の標高は約1,400ｍに位置

・崩壊地の斜面は平均傾斜約30°、下部の最急部で40～50°と急峻

手取川 上流域の全景
（写真中左側で当該崩壊が発生している）

特有の苛烈な豪雨

・崩壊地や渓流の荒廃が発生しやすい極めて厳しい気象条件

地 質（白山の火山活動の影響で非常に脆い地質となっている）

・白山の火山活動の影響を受けて変質した砂岩･頁岩等の互層（一部が

粘土化）を、比較的新しい火山活動による安山岩や、古い濃飛流紋

岩類が覆う複雑な地質

・崩壊面には火山砕屑物や凝灰岩等の非常に脆い基岩が露出

・破砕され亀裂が多く(右写真)さらに粘土化した頁岩も混じり脆弱 崩壊地周辺の脆い地質
（崩壊が発生している大汝国有林内の基岩）

中ノ川

【中ノ川における崩壊発生の状況について】

■崩壊しやすい地形が多く、地質的・地形的な
素因や降雨・降雪の誘因が相まって、「中ノ
川流域」には崩壊地が多数点在。

崩壊地の発生状況

崩壊地の発生状況
※図中、赤枠が崩壊発生箇所
を示したもの

昨年対策を実施
した崩壊地

中ノ川

■特に、中ノ川上流側は荒廃が集中しているが、
昨年の現地踏査等の状況では、全体としては
露岩し、表土が薄くなっているものが多く、
崩壊地からの侵食の進行は比較的少ないと推
察。

現在までのところ、昨年対策を実施した崩壊
地以外の崩壊地群による目立った影響は発生崩壊地の状況はP10 地以外の崩壊地群による目立った影響は発生
していないところ。

1km - 16 -
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崩壊地

写真④
写真②

・崩壊地周辺を含む中ノ川の中～上流域においては、崩壊地が多数点在している。

崩壊地の発生状況

①

③

④崩壊地

②

車
道

昨年対策実施した
崩壊地全景

写真①

崩壊地

中ノ川中流域の荒廃状況Ⅰ

中ノ川中流域の荒廃状況Ⅱ写真③

中ノ川上流の荒廃状況

③ 中 川中流域の荒廃状況写真③

（H27.6撮影）1km

新規崩壊箇所
・H27.5に拡大崩壊した箇所

写真① 写真②

崩壊地の発生状況

崩壊地側面の状況

地獄谷地獄谷

仙人谷仙人谷

崩壊地正面の状況

中
ノ
川

写真②

崩壊地

写真①

- 17 -
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機密性○情報 ○○限り機密性○情報 ○○限り

【吹付工施工状況】

ヘリコプターによる作業状況

崩壊地に到着したヘリコプター 侵食防止剤の吹付状況（１回の吹付で１４m四方を吹付）

【土留工施工状況】

袋型土留の施工状況（資材の吊り下げ状況）

（写真）崩壊地内に設置した袋型の土留工
（１袋：約１ｔ・１～２ｍ程度の大きさ）

１〜２ｍ程度 １〜２ｍ程度

機密性○情報 ○○限り機密性○情報 ○○限り

・現地の天候は不安定で施工条件は厳しさを極めてきたところであるが、早期完了を目指

し、資材空輸時の機体の揺れに伴う飛散防止や資材積み替え時間の最小化の工夫、晴天
日における集中的な作業の実施等、現地で最大限の対応を行った。

■効率的なヘリによる吹付工の実施 ■現場における吹付資材の作製状況

１回の吹付工を概ね１０分程度、ヘリポートに
おける資材 積み替えを概ね 分程度 なく

吹付工をタイムロスなく実施するため、ヘリポートにお
ける資材作製を終日集中的に実施 また 資材飛散防止を

ヘリポートにおける作業状況

おける資材の積み替えを概ね１分程度でロスなく
実施する等の取り組みを実施。

ける資材作製を終日集中的に実施。また、資材飛散防止を
目的としたバケットの改良も、作業工程上において効果を
発揮。

＜写真：ヘリポートにおける資材の作製状況＞

浸食防止剤とセメント等を混
ぜ吹付資材を作製し、ポンプ
によりバケットへ搬送

資材の作製ストックを確保し

＜写真：ヘリポートにおける資材の積み替え状況＞ ＜写真：バケットの改良状況（左：今回使用したもの、右：通常のタイプ）＞

機体の揺れによる飛散防止を
目的としたカバーを設置

資材の作製ストックを確保し
、ヘリによる切れ目のない施
工を実現
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